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LCA(ライフサイクルアセスメント)をはじめとした
既存の製品を対象とした評価手法は、対象地域
が欧州、日本、北米に限定されており、開発者
が独自に定義した評価指標が用いられていた。
そのため、LCAが環境コミュニケーションツールと
して十分機能しておらず、日本の優れた環境技術
を国際的に認知することが困難であった。

世界１０地域を網羅した環境経済評価の
確立
これまでの環境影響評価は欧州、米国、日本など
で開発されているが、いずれも評価地域が限定さ
れており、発展途上国では標準的な評価手法がな
かった。本研究では、先進国と新興国を含む世界
の環境条件と思想を反映した環境影響評価手法
を開発した。これにより、環境負荷の発生地域に
応じた影響評価結果を算定することができ、評価
結果の信頼性を飛躍的に高めることができた。

地球温暖化、水、生物多様性、資源などの
地球規模問題をひとつの評価体系で分析
バイオ燃料は温暖化の削減に寄与するものの、水
や土地の負荷増大を招くように、環境問題の間で
トレードオフの関係が発生することがある。本研究
成果を用いると、人間健康や生態系などのエンド
ポイントに注目した評価結果が得られるとともに、こ
れらの影響を経済換算して単一指標で表すことが
できる。これでトレードオフを解消しつつ、環境問
題を包括的な視点から評価することができる。

環境イノベーションを日本主導で推進していくた
め、①個別の製品や技術を対象として分析でき、
②地球規模の環境影響に対する評価結果を経
済指標で示す標準的な手法を確立する。本研究
で提案する手法は世界全域を網羅し、グローバ
ル企業が簡便に世界各地で発生する環境影響
を反映した評価を行うことができる。
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食品の成分表示のように、全ての製品に環
境影響表示がなされる。これらの結果が環境
問題に対する関心の高い消費者層に受け入
れられ、グリーン購入が世界的に広まる。グ

リーン購入の拠り所として、本研究成果を中
心とした科学的な環境評価手法が利用され
ることが期待される。

G20を対象とした統合化係数の算定結果 中国を対象とした大気汚染の被害係数の開発結果


